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デザインと機能の融合、低騒音・低圧損を実現
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居住域での残風速及び水平到達距離は吹出口中心から1,700mm下方での値となります。

気流の方向を4辺調整する事が出来ます。

吹出口内部の拡散板で気流を拡散します。

底面のパンチングにより、吹出口直下へも
やわらかい気流が到達します。
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　スケルトン天井を計画する場合、天井を覆っていた内装が

無くなる分、外気の影響をうけやすくなり、空調（冷房・暖房）

が効きにくくなります。そのデメリットを、この多面式吹出口

が解消します。シンプルでスマートなフォルムや濃いグレーの

色調は製品が露出して

いても周囲設備に馴染

みやすく、落ち着いた

空間を演出します。 

高い機能性と空間に馴染むデザイン

　従来のオフィスビルは、システム天井を基本仕様とし、各テナ

ント用に改造し利用されていました。しかし、最近のオフィスは

多様化しており、自由な空間作りが思考され始めています。

中でも天井面を貼らずに空間を広く見せるスケルトン天井は、

外資系企業を中心に主流となりつつあります。

●材質
　チャンバー内部：鋼板製、化粧板（表）：アルミ製
　塗装：メラミン樹脂焼付塗装

※発生騒音は、吹出口中心から45°方向、距離1.0mを受音点とした値を示します。
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MFD-5-2601-600（PP）

※弊社製品の使用に際しましては、各製品の取扱説明書をお読みになり、注意事項、安全点検、清掃などの確認をお願いいたします。
※本カタログに記載された内容は、製品改良のため予告なく変更する場合がございます。
※本カタログに記載事項の無断転載及びコピーを禁じます。
※写真は撮影条件、印刷インキの特性などから実際の色とは異なる可能性があります。
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